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＝手引きの構成＝

＜第1部 基本理論とコンセプト＞

＜第2部 実践・解説編＞

＜第3部 活用したい理論と先行事例＞



＝手引きの構成①＝

＜第1部 基本理論とコンセプト＞
手引きで紹介する事例やその考察などの基本
概念となるカリキュラム・マネジメントを学校
全体で組織的に動かす意義，そのための考え
方，具体的な方法論を紹介します。

第1部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai1bu.pdf


＝手引きの構成②＝

＜第2部 実践・解説編＞
本学の3つの附属学校の取組について，カリ
キュラム・マネジメントの観点から問い直し，可
能な限り客観的な評価を試みることで新たな
価値を発見するとともに，そのプロセスを可視
化することを目指してまとめています。

第2部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai2bu.pdf


＝手引きの構成③＝

＜第3部 活用したい理論と先行事例＞
手引きで紹介する事例をはじめとして，カリ
キュラム・マネジメントをより高いレベルで学校
全体に実装するために有用な理論と先行事例
を紹介します。

第3部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai3bu.pdf


＝手引き（概要版）の使い方①＝

○このような方のニーズに応えた内容です。

・新しい「○○教育」のカリキュラム開発を目指す
学校関係者
・働き方改革を目指す学校管理職
・カリキュラム・マネジメントを牽引する主幹教諭・
教務主任・研究主任等



＝手引き（概要版）の使い方②＝

○このような方のニーズに応えた内容です。

・授業改善を期するすべての教職員
・カリキュラム・マネジメントの実態を知りたい
大学生・大学院生
・教職大学院におけるカリキュラム・マネジメントの
授業担当者



＝手引き（概要版）の使い方③＝

○このような使い方ができます。

・詳細な内容について知りたい場合は
「手引き」（各ページのリンク先）をご覧ください。

・各学校の教育活動（第2部第1章 : STEAM教育，
第2章 : 探究活動，第3章 : 安全教育）の情報が
得られます。



＝手引き（概要版）の使い方④＝

○このような使い方ができます。

・文部科学省が提唱するカリキュラム・マネジメント
の3要素（①教科横断，②PDCAサイクル， ③リ
ソースの活用）ごとに，該当する内容の確認や活
用ができます。



＝カリキュラム・マネジメントとは①＝

中教審答申 平成28年12月21日 「幼稚園，小学校，中
学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改
善及び必要な方策等について」より

教育課程とは，学校教育の目的や目標を達成するために，
教育の内容を子供の心身の発達に応じ，授業時数との関
連において総合的に組織した学校の教育計画であり，そ
の編成主体は各学校である。



＝カリキュラム・マネジメントとは②＝

各学校には，学習指導要領等を受け止めつつ，子供たちの
姿や地域の実情等を踏まえて，各学校が設定する学校教
育目標を実現するために，学習指導要領等に基づき教育
課程を編成し，それを実施・評価し改善していくことが求
められる。これが，いわゆる「カリキュラム・マネジメント」
である。



＝カリキュラム・マネジメントとは③＝
学習指導要領 より
（平成 29 年告示 小学校 第1章総則 第1の4）

各学校においては，児童や学校，地域の実態を適切に把握し，教
育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な
視点で組み立てていくこと，教育課程の実施状況を評価してその
改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的又は物的な
体制を確保するとともにその改善を図っていくことなどを通して，
教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の
向上を図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」とい
う。）に努めるものとする。



＝カリキュラム・マネジメントとは④＝
児童や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目
的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横
断的な視点で組み立てていくこと，教育課程の実施
状況を評価してその改善を図っていくこと，教育課
程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保する
とともにその改善を図っていくことなどを通して，
教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教
育活動の質の向上を図っていくこと



＝カリキュラム・マネジメントとは⑤＝

児童や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目
的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横
断的な視点で組み立てていくこと

要素①
教育目標実現のための教科横断的な視点



＝カリキュラム・マネジメントとは⑥＝

教育課程の実施状況を評価してその改善を図って
いくこと

要素②
教育課程のPDCAサイクル



＝カリキュラム・マネジメントとは⑦＝

教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確
保するとともにその改善を図っていくこと

要素③
リソースの活用（確保と改善）



要素①
教育目標実現のための教科横断的な視点

要素②
教育課程のPDCAサイクル

要素③
リソースの活用（確保と改善）

教育課程に基づき組織的かつ計画的に
各学校の教育活動の質の向上を図る



第1部
基本理論とコンセプトの紹介

カリキュラム・マネジメントに
おける基本理論とコンセプト

第1部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai1bu.pdf


第1部 第1章
マネジメントサイクルにおける省察

第2章
組織体制・学校文化づくりと
リーダーシップ

第3章
リソースの調達・活用と
タイムマネジメントTOPへ

戻る

第1部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai1bu.pdf


第1部

評価・改善はカリキュラムマネジメントの鍵である。
複数のマネジメント・サイクルを紹介するとともに，
「機械的な作業」から脱却し，「省察と開発の営み」へ
の進化をめざす。

第1章
マネジメントサイクルにおける省察

要素① 要素② 要素③

keywords:学びのマネジメント，評価，省察

ダウンロードはこちら

TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/1-1syou.pdf


第1部 第1章
マネジメントサイクルにおける省察

ダウンロードはこちら

図1-１
カリキュラムマネジメントに連動
する評価の構造（p.8）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/1-1syou.pdf


第1部

マネジメントサイクルの循環を支える経営的側面（学
校運営体制，学校文化，リーダーシップ）に注視し，組
織的で協働的な取組としてどう進めればよいのかを
考察する。

第2章
組織体制・学校文化づくりと
リーダーシップ

keywords:カリキュラムマネジメント・モデル，組織構造，
学校文化

ダウンロードはこちら

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/1-2syou.pdf


第1部 第2章
組織体制・学校文化づくりと
リーダーシップ

ダウンロードはこちら

図1-2
カリキュラムマネジメント・モデ
ル（p.20）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/1-2syou.pdf


第1部

3校におけるリソース・マネジメントの事例を紹介す
るとともに，リソースを活用したカリキュラム・マネジ
メントのあり方を提案する。

第3章
リソースの調達・活用と
タイムマネジメント

keywords:リソースの活用，人・モノ・カネ・情報，学校経営

ダウンロードはこちら

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/1-3syou.pdf


第2部
実践・解説編

基本理論とコンセプトを活用した
実践事例の特徴と課題

第2部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai2bu.pdf


第2部

第2章
探究活動の実践・解説
＜天王寺中学校＞

第3章
安全教育の実践・解説
＜池田小学校＞

TOPへ
戻る

第1章
STEAM教育の実践・解説
＜天王寺小学校＞

第2部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai2bu.pdf


第2部

実践のみどころと各学校のカリマネの実践の着目点
①各学校が編成した教育課程に基づき教育活動の質の向上を図
ること

②全教職員で組織的に学校教育目標の実現を目指すこと
③教科横断的な視点で教育目標達成に必要な教育内容を組織的
に配列していくこと

④教育課程を編成し，実施し，評価して改善を図るＰＤＣＡサイク
ルを確立すること

⑤教育課程実施に必要な人的・物的な資源を活用する体制を確
保すること

はじめに 第2部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai2bu.pdf


第2部

実践校① 【第2部第1章】
大阪教育大学附属天王寺小学校
学習の基盤となる資質・能力と深く関わるSTEAM
教育のカリキュラム開発に取り組んでいる。「教科」
の個人的な研究から，「教科等横断的」な組織的な研
究へと変容させるために，組織構造や学校文化の見
直しに着手し，マネジメントサイクルを循環させるた
めの条件整備を展開した点に着目したい。

はじめに

第2部第1章
ダウンロードはこちら

第2部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-1karimane.pdf
https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai2bu.pdf


第2部

実践校② 【第2部第2章】
大阪教育大学附属天王寺中学校
通年に近い形でゼミに所属し，指導教員の個別指導
を受けながら生徒が主体的な探究活動を行う「自由
研究」に取り組んでいる。その歴史は長く，現在のカ
リキュラムにおける実践までには，幾度となく見直し
がなされている。カリキュラム改善の重要な手法で
あるカリキュラム評価に迫る。

はじめに

第2部第2章
ダウンロードはこちら

第2部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-2karimane.pdf
https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai2bu.pdf


第2部

実践校③ 【第2部第3章】
大阪教育大学附属池田小学校
文部科学省教育課程特例校の指定を受けた特別な教育課
程である「安全科」を設け，全学年を対象に安全教育プロ
グラムを構築・実践している。当時は各学年年間35時間
実施され，教科内容との重複が課題となっていたが，15
～16時間程度に指導時間を厳選し学習内容を充実させ
た。今後安全教育充実にむけたカリキュラム構築への道標
となるであろう。

はじめに

第2部第3章
ダウンロードはこちら

第2部 ダウンロードはこちら

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-3karimane.pdf
https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai2bu.pdf


第2部

（実践編）
◆カリキュラム・マネジメントを促進する環境改善，
意識改革

対象:働き方改革を目指す管理職，カリキュラム・マ
ネジメントを牽引する教務主任

第1章
STEAM教育の実践・解説

keywords:働き方改革，職員室文化，校内組織再編

ダウンロードはこちら

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-1karimane.pdf


第2部

＜組織改編＞

第1章
STEAM教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

表2-2
校内研究組織の再編
（p.62）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-1karimane.pdf


第2部

＜方策＞

第1章
STEAM教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

表2-4
令和3年度研究での
ＰＤＣＡサイクルの実
際（p.72-73）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-1karimane.pdf


第2部

（解説編）
附属天王寺小学校の「STEAM教育の実現を目指し
たカリキュラム開発」の一成果であるチャレンジデー
を取り上げ，参観した大学教員の視点から “教育研
究としての芽”を紹介する。

第1章
STEAM教育の実践・解説

keywords:チャレンジデー，STEAM教育，コンセプトシート

ダウンロードはこちら

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-1karimane.pdf


第2部 第1章
STEAM教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

表2-5
当日の時間割（チャレンジされる授業） （p.75）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-1karimane.pdf


第2部 第1章
STEAM教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

表2-6 先生方のチャレンジの内容（p.75）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-1karimane.pdf


第2部 第2章
探究活動の実践・解説

keywords:探究的学習，教科横断型，思考と一体化した表現

ダウンロードはこちら

（実践編）
◆カリキュラム変更に伴う自由研究の指導体制の構
築について

対象:探究活動の推進を目指す管理職，カリキュラ
ム・マネジメントを牽引する教務主任

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-2karimane.pdf


第2部 第2章
探究活動の実践・解説

ダウンロードはこちら

図2-4
自由研究推進のため
の教員の分掌と相互
関連（2021年度版）
（p.95）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-2karimane.pdf


第2部 第2章
探究活動の実践・解説

keywords:自由研究，評価，主体的な問題解決

ダウンロードはこちら

（解説編）
附属天王寺中学校の「自由研究」実践を，生徒のアン
ケート及びインタビューから評価し，成果や課題を明
らかにする。

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-2karimane.pdf


第2部 第2章
探究活動の実践・解説

ダウンロードはこちら

表2-7
自由記述調査で得ら
れた記述のカテゴリ
と出現数一覧
（p.101）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-2karimane.pdf


第2部 第2章
探究活動の実践・解説

ダウンロードはこちら

【特記事項】
附属天王寺中学校は，探究学習として「自由研究」に
70年以上取り組んできた。

その教育的な意義は以下の2点である。
①問題を見出し，研究テーマを決定し，自分で企画し，
研究することによって，計画性・継続性・創造性を
養うこと

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-2karimane.pdf


第2部 第2章
探究活動の実践・解説

ダウンロードはこちら

【特記事項】
②自分の研究成果を発表したり，他の発表を聞いた
りすることによって，発表の技術と発表を聞く態
度を向上させること

また，1年次には，テーマ設定（研究計画書作成），2
年次には，実験・調査⇒発表⇒修正，3年次には，論
文執筆を行っている。

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-2karimane.pdf


第2部 第3章
安全教育の実践・解説

keywords:社会状況に適応した安全教育，
各教科等の内容との連携，実感を伴った理解

ダウンロードはこちら

（実践編）
現在行っている教育内容を安全教育の視点で抽出
し，各学年で年間の計画に並べてみることからス
タートした。

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-3karimane.pdf


第2部 第3章
安全教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

（実践編）
対象:カリキュラム・マネジメントを牽引する教務主任

カリキュラムを創ろうとしている教員
カリキュラムを改善しようとしている教員

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-3karimane.pdf


第2部 第3章
安全教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

（実践編）
◆取り組みのプロセス（要素①）
→安全に対することを教科から切り離して，教科
と分けたもの。（プロセス）

→カリキュラムの行き来（要素②）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-3karimane.pdf


第2部 第3章
安全教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

図2-7
「安全教育」のカリ
キュラム・マネジメン
ト【取り組みのプロセ
ス】 （p.116）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-3karimane.pdf


第2部 第3章
安全教育の実践・解説

keywords:安全科，教科横断，カリキュラムと単元構想

ダウンロードはこちら

（解説編）
安全教育においてカリキュラム・マネジメントを行う
際に，安全科と他教科の間で実践レベルにおいて意
識すべきことについて検討する。

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-3karimane.pdf


第2部 第3章
安全教育の実践・解説

ダウンロードはこちら

付録A
安全科カリキュラム
年間計画表
（p.148）

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-3karimane.pdf


第2部

附属3校(天王寺小学校・天王寺中学校・池田小学
校)の実践から，カリキュラム・マネジメントが有効に
働く要因を検証する。

第4章
まとめ

keywords:マネジメントサイクル，条件環境整備，
「学校教育目標」と「授業」

ダウンロードはこちら

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/2-4matome.pdf


第3部
活用したい理論と先行事例

カリキュラム・マネジメントで
活用したい理論と先行事例



第3部

TOPへ
戻る

第1章
カリキュラム・マネジメントで
活用したい主要理論とその応用

第3部 ダウンロードはこちら

第1節
STEAM教育

＜教科横断的な視点（STEAM教育） ＞

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai3bu.pdf


第3部

TOPへ
戻る

第1章 第3部 ダウンロードはこちら

第2節
自由研究とOECDラーニング・コンパス

＜自由研究＞

第3節
自由研究における「論理力」及び
「表現力」指導の展望

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai3bu.pdf


第3部

TOPへ
戻る

第1章 第3部 ダウンロードはこちら

第4節
問題解決的な学習の在り方

＜問題解決的な学習＞

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai3bu.pdf


第3部

TOPへ
戻る

第2章
カリキュラム・マネジメントの視点から
考える先行事例と事例開発の枠組み

第3部 ダウンロードはこちら

第1節
カリキュラム・マネジメントの視点から
考える学校と地域の連携・協働のあり方

第2節
音楽科とSTEAM 教育

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/dai3bu.pdf


第3部 第1章 第1節
STEAM教育

keywords: STEAM教育，教科等横断的学習，資質・能力

ダウンロードはこちら

＜教科横断的な視点（STEAM教育）＞
STEAM教育の概要，日本でSTEAM教育が求めら
れる理由，及びその実現のためのカリキュラム・マネ
ジメントについて附属天王寺小学校を例に述べた。

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/3-1-1steam.pdf


第3部 第1章 第2節
自由研究とOECDラーニング・コンパス

keywords:生徒エージェンシー，共同エージェンシー，
コンピテンシー

ダウンロードはこちら

＜自由研究＞
自由研究とOECDラーニング・コンパスや総合的な
学習の時間との関連性について述べた。

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/3-1-2oecd.pdf


第3部 第1章 第3節
自由研究における「論理力」及び
「表現力」指導の展望

keywords:自由研究，探究学習，論理的思考

ダウンロードはこちら

＜自由研究＞
自由研究における学習者の困難の分析

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/3-1-3jiyuu.pdf


第3部 第1章 第4節
問題解決的な学習の在り方

keywords: STEAM教育，教科等横断的学習，資質・能力

ダウンロードはこちら

＜問題解決的な学習＞
生徒が主体的に問題解決を行う上で，活動をいかな
る視点で見取り支援するかを3つの問題解決モデル
から論じる。

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/3-1-4monndaikaiketu.pdf


第3部 第2章 第1節
カリキュラム・マネジメントの視点から
考える学校と地域の連携・協働のあり方

keywords:学校と地域の協働，パートナーシップ，
コミュニティ・スクール

ダウンロードはこちら

子どもたちの学びと成長を支える地域の基盤を再
構築することに向けた，学校と地域の連携・協働の
あり方を，カリキュラム・マネジメントの視点から先
進事例とともに紹介する。

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/3-2-1gakkoutotiikirennkei.pdf


第3部 第2章 第2節
音楽科とSTEAM 教育

keywords:音感，読譜，表現

ダウンロードはこちら

音楽科の教科横断的な教育の可能性

要素① 要素② 要素③
TOPへ
戻る

https://osaka-kyoiku.ac.jp/Portals/0/files/university/center/school/kenkyu/karimane/3-2-2onngaku.pdf
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